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天体MeVガンマ線の偏光観測は、光源天体の磁場・幾何学構造や強重力場等の物理状態を調査する上で重要な
手法であるが、現在までの観測報告は、かに星雲と Cyg X-1および数例のGRBにとどまり、いずれも誤差が大
きい。これは観測装置と宇宙線との相互作用から生じる多量の雑音成分と、それに伴う撮像能力・検出感度の劣
化が原因である。
この問題に対して我々は、強力な雑音除去能力を備えた次世代のMeVガンマ線観測装置である、電子飛跡検

出型コンプトンカメラ (ETCC: Electron-Tracking Compton Camera)の開発に取り組み成功している。同時に
ETCCは優れた撮像能力や広い視野も持つため、高感度・長時間のMeVガンマ線全天探査を実現し得るポテン
シャルを有している。現在はこれを用いた気球および衛星による天体観測計画を提案中である。
さらに、ETCCはその検出原理から偏光に対しても高い感度を持つため、偏光撮像観測も期待できる。本講演

では、ETCCの偏光検出能力をシミュレーションおよび実験の両面から検証し、その結果を報告する。また、そ
れを踏まえた将来の観測計画についても見積を行う。
2015年 1月には SPring-8の高エネルギー非弾性散乱ビームラインを利用して、性能評価を進める予定である。

さらに 2015年以降には機体の改良や、気球に搭載してのCrab NebulaやCygX-1等の観測実験が計画されている。


